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前回定例会（平成２６年１０月１日）以降の主な動き 

 

平成２６年１１月５日 

  資 源 エ ネ ル ギ ー 庁 

 柏崎刈羽地域担当官事務所 

 

１．原子力・エネルギー政策の見直し（エネルギー基本計画の具体策検討） 

（１）総合資源エネルギー調査会電力・ガス事業分科会 原子力小委員会 

（第７回）【10 月 2 日開催】、（第８回）【10 月 27 日開催】 

各分野の有識者により福島復興再生の取組、原子力依存度低減の課題、安全

性向上の追求、競争環境下における原子力事業等のあり方等について検討を行

う。 

第７回では、世界の原子力平和利用と核不拡散への貢献について議論。第８

回では、国民、自治体との信頼関係構築等について議論。また、事務局から廃

炉会計制度の見直しに着手する方針が示された。 

 

（２）総合資源エネルギー調査会電力・ガス事業分科会原子力小委員会 

自主的安全性向上・技術・人材ワーキンググループ（第２回）【10 月 28 日開催】 

原子力小委員会の傘下に設置したワーキンググループ。廃炉を含めた軽水炉

の安全技術・人材維持等について関係者毎の役割を明確化したロードマップを

作成するとともに、産業界が行う自主的安全性向上に係る取組を共有し改善策

の取りまとめ等を行う。 

第２回では、諸外国や国内電気事業者の原子力の自主的安全性の向上の取り

組み等について議論。 

 

（３）総合資源エネルギー調査会省エネルギー・新エネルギー分科会 

新エネルギー小委員会（第５回）【10 月 15 日開催】、（第６回）【11 月 5 日開催】 

各分野の有識者により、地域間連携線の増強、固定価格買取制度、技術開発

促進等の再生可能エネルギーの導入拡大のあり方について検討を行う。 

第５回では、立地自治体等関係者からのヒアリングを行うとともに、再生可

能エネルギーの最大限の導入拡大に当たって直面する課題（固定価格買取制

度、系統問題）の整理等について議論。第６回では、再生可能エネルギーの最

大限の導入拡大の直面する課題と対応について議論。 

 

（４）総合資源エネルギー調査会省エネルギー・新エネルギー分科会 

新エネルギー小委員会系統ワーキンググループ 

（第１回）【10 月 16 日開催】、（第２回）【10 月 30 日開催】 

電力会社による再生可能エネルギー発電固定価格買取制度の買取り保留を

受け、中立的な専門家により、電力会社の接続可能量の検証、接続可能量の拡

大方策等について審議を行う。 
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第１回では、地域間連系線の運用ルールの現状と接続可能量の算定方法につ

いての基本的考え方、第２回では接続可能量の算定方法や拡大策等について議

論。 

 

（５）総合資源エネルギー調査会省エネルギー・新エネルギー分科会 

省エネルギー小委員会（第６回）【10 月 21 日開催】 

各分野の有識者により、ディマンドリスポンス等需要抑制手法、省エネルギ

ー技術開発等のあり方、指標設定等について検討を行う。 

第６回では、ディマンドリスポンスの取り組みと省エネ対策の費用対効果の

考え方等を議論。 

 

（６）電力システム改革小委員会 

制度設計ワーキンググループ（第９回）【10 月 30 日開催】 

電力システム改革の具体的な制度設計に関する検討・審議を行うためのＷ

Ｇ。 

第９回では小売全面自由化に係る詳細制度設計、法的分離に関する検討等に

ついて議論。 

 

 

２．高レベル放射性廃棄物の最終処分計画見直し 

（１）総合資源エネルギー調査会電気事業分科会放射性廃棄物ワーキンググループ 

第１２回【10 月 23 日開催】 

９月３０日に開催された最終処分関係閣僚会議において合意された、「科学

的に適性が高いと考えられる最終処分候補地の具体的要件・基準等について専

門家の更なる検討を進めること」を実施するため、本ＷＧを再開。 

第１２回ではＷＧの進め方や国が提示する科学的有望地の位置付け等につ

いて議論。 

 

 

３．福島第一原子力発電所の廃炉及び汚染水処理対策 

（１）廃炉汚染水対策福島評議会（第５回）【10 月 20 日開催】 

廃炉・汚染水対策について地元関係者（自治体首長、商議所、農協、漁協他）

へのさらなる情報提供・コミュニケーションの強化を図る。 

第５回では廃炉・汚染水対策に関する情報提供・コミュニケーション、廃炉・

汚染水対策の現状と今後の対応等について議論。１号機の建屋カバー解体工事

開始等を報告。 

 

（２）廃炉・汚染水対策現地調整会議（第１４回）【10 月 27 日開催】 

政府原子力災害対策本部下に設置した現地会議。汚染水問題について現地の
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政府機関、東京電力等関係者の情報共有、連携を強化し対策の具体的な進め方

について検討を行う。 

第１４回会議では廃炉・汚染水対策の進捗状況等について議論。 

 

（３）陸側遮水壁タスクフォース（第１３回）【10 月 22 日開催】 

汚染水の量を抑制するために実施する陸側凍土遮水壁設置について、専門家

による評価、進捗管理を行う。第１３回では大規模実証事業の進捗、凍土遮水

壁の閉合手順等について議論。 

 

（４）トリチウム水タスクフォース（第１０回）【10 月 24 日開催】 

専門家によりトリチウム水の分離技術や放出リスクの評価について検討。第

１０回ではトリチウム水の浅地中処分に係る検討等について議論。 

 

 

５．その他 

（１）電力需給検証小委員会 第８回【10 月 17 日開催】 

2014 年度夏季の電力需給の検証と 2014 年度冬季の需給見通しについて検討

を実施。第８回では、電力需給検証小委員会報告書案について議論し、10 月

23 日に報告書を公表。 

    ＜報告書概要＞ 

2014 年度冬季の電力需給見通しは、2011 年度冬季並みの厳寒となるリスク

を織り込んだ上で、電力の安定供給に最低限必要な予備率３％以上を確保で

きる見通しであるが、コスト抑制策やエネルギー減の多様化、調達源の多角

化などに取り組む必要あり。 

 

（２）北海道電力電気料金再値上申請認可【10 月 15 日】 

    本年 7月 31 日に北海道電力より申請のあった電気料金再値上げについて、外部

専門家による審議やパブコメを実施し、申請内容の修正指示を行った上で認可。認

可に際しては、原子力発電所の再稼働の状況等に応じ、順次値下げを実施すること

の条件を付与。 

 

（３）経済産業大臣から電気事業連合会会長に廃炉早期判断を要請【10 月 17 日】 

 運転開始から４０年を超える老朽原発の依存度低減にため、早期判断を要請。 

 

（４）宮沢経済産業大臣現地視察等 

  ①東京電力福島第一原子力発電所【11 月 1 日】 

  ②九州電力川内原子力発電所及び鹿児島県知事等面談【11 月 3 日】 

 

（以上） 



 
 

 
 

委員ご質問への回答 

 

 

平成２６年１１月５日 
  資 源 エ ネ ル ギ ー 庁 
 柏崎刈羽地域担当官事務所 

 

Ｑ： 第１３６回定例会（１０月１日開催）エネ庁資料の４．九州電力川内原発関連、

（２）経済産業大臣から鹿児島県知事あてに、「政府が責任をもって対処していく」

と言う内容の文書を９月１２日に手交した。とあるが、責任を持つという表現が大

変興味深いので、その文書の写しを次回の定例会で配布して欲しい。  

 

（回答） 

 

  別添のとおりです。 
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